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「東京都清掃事業百年史」の発刊によせて

東京都知事

東京は徳川家康の江戸入府以来発展を続け、世界的にも有数の大都市へと成長してきました。

江戸時代には市中の清掃や衛生保持は町人の町役負担で行われていました。そして暮らしの中

で使われる物は徹底的に使われ、様々な職人や商人によって回収され、再利用され、今でいうリ

サイクルの仕組みが社会的に整っていました。

しかし、時代が明治に移るころには江戸の町で機能していたこの仕組みが次第に崩れ、一部で

不衛生な状態も発生してきました。急速な近代化と衛生思想の普及とともに、殖産興業や富国強

兵の陰にあったごみ処理についても政府が直接責任を持って行っていくことが求められ、明治33

年に汚物掃除法が施行され、従来の請負業者による営利事業から市の直営中心の事業へとそのあ

り方は根本的に変わりました。

それから百年、東京は先人達の弛まぬ努力によって関東大震災や先の大戦などの苦難を乗り越

え、戦後の高度経済成長期を経て、今日の発展と繁栄を築き上げてきました。その間、清掃事業

はそれを支え、常に拡張と改良を続けてまいりました。

高度成長によって得た経済的恩恵の一方で、大量生産・大量消費による深刻なごみ問題が発生

し、最終処分の問題のみならず、今や環境問題としても大きな課題となっており、清掃事業は大

きな転換期を迎えています。

これまで公衆衛生行政として、ごみの適正処理を中心に展開されてきた清掃事業は、今日、生

産・流通・消費の各段階で廃棄物を抑制し、資源化を促進し、環境への負荷を低減させる総合的

環境行政へと転換が図られつつあります。

このような状況の中で、明治33年の汚物掃除法の施行から百年という大きな節目である平成12

年に、清掃事業は資源循環型の事業展開と自区内処理を目指して、基礎的自治体である特別区に

移管されます。

今後、都は清掃事業の広域的システムづくりにおいてその使命を全うしていかなくてはなりま

せん。新しい世紀を目前にした今、首都東京の新たな清掃事業の構築に向けて全力を尽くしてい

きたいと思います。

平成12年2月



ごみ収集風景（昭和30年代）
収集車到着の合図とともにごみを持ち出す都民。いつ来るのか

わからない収集車を待つのは大変な気苦労だった。

千歳塵芥焼却場（昭和30年8月竣工）
戦争による中断を経て、戦後初めて建設されたごみ焼却場が「千歳塵芥

焼却場」であった。



ごみ収集風景（平成11年）
平成11年11月、23区内の主な繁華街などで早朝収集が始まっ

た。都市活動が始まる前に街をきれいにし、交通渋滞の緩和にも
貢献する。

港清掃工場（平成11年1月竣工）
臨海部に建設された近代的な清掃工場。水面に浮かぶ睡蓮の華をイ

メージしたデザインとなっている。



し尿くみ取り券の取扱店（昭和30年代）

昭和44年3月までし尿のくみ取りは有料で、手数料の徴収には「汲取
券」が使われていた。

小型三輪吸上車によるし尿収集風景（昭和30年代）

し尿収集への吸上車登場は画期的な出来事だった。路地での収集に対
応するために、超小型の吸上車も開発された。
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通史編 序章　江戸・明治初期の生活とごみ・し尿
はじめに
1 江戸の成立と発展

2 江戸から東京へ

第1節　江戸時代のごみ処理
1 江戸時代のリサイクル

2 江戸におけるごみ処理

3 ごみの処理業者

4 ごみ処分と埋立地の造成

第2節　江戸時代のし尿処理
1 し尿の農地還元

2 江戸と近郊農村

3 下肥の値下げ運動

第3節　帝都と衛生―近代的都市空間の形成
1 東京奠都
（1）帝都と清浄
（2）市中取締筋改正と塵芥屋株仲間
（3）外国要人来日と道路・街頭便所
（4）東京府下違式違条例

2 近代衛生行政の始動－東京府と警視庁
（1）内務省衛生局
（2）衛生警察の登場
（3）一般行政と警察行政
（4）東京府の衛生事務

3 コレラ流行の衝撃
（1）コレラ流行－江戸から明治
（2）コレラ予防対策の展開
（3）強制的予防体制
（4）市民意識の問題

4 都市計画と公衆衛生の始動
（1）分流式下水道の敷設
（2）公衆便所の公営化

5 明治前期のごみ・し尿処理

6 東京市誕生
（1）東京市誕生
（2）伝染病予防法と衛生組合の組織

7 地域住民と衛生思想の啓発
（1）民間団体の活動―大日本私立衛生会
（2）永井久一郎の掃除法改良意見
（3）高まる近代的清掃事業への期待



第1章　近代国家の確立と清掃事業の始まり
はじめに
1 経済発展と社会の変化

2 ごみ処理の公共事業化

第1節　汚物掃除法の成立
1 汚物掃除法の成立

2 汚物掃除法にともなう諸規則

3 汚物掃除法に対する反応

4 請負制と「疑獄」事件

第2節　明治・大正期のごみ処理の諸問題
1 基本的なごみ処理の流れ

2 収集作業、請負制から直営へ
（1）収集作業の停滞とその影響
（2）ごみ収集の直営化

3 水上輸送の停滞

4 焼却場計画、つぎつぎ中止

5 汚物掃除法成立後のごみ搬出量の推移

6 掃除作業員の生活

7 明治後期から大正前期のし尿処理
（1）し尿のくみ取り契約
（2）くみ取り業者の形態
（3）し尿処理の流れ

8 街頭便所（公衆便所）

9 河川などの掃除

10 他都市のごみ処理
（1）各自治体のごみ処理方法
（2）大阪市のごみ焼却への取組

第3節　大正中期におけるごみ・し尿処理の転換
1 し尿処理の大転換
（1）し尿の商品価値の急落
（2）処理業者の対応
（3）市営くみ取りの開始
（4）し尿処理の多様化
（5）公共事業化への道

2 市による塵芥運搬船の建造

3 ごみ処理への関心の高まりと臨時汚物処分調査会

第4節　関東大震災の被害と復興、新たな展開へ
1 関東大震災の被害
（1）施設の被害
（2）ごみの緊急処理
（3）し尿の緊急処理
（4）掃除従事者の精励

通史編



2 隣接各町におけるごみ焼却場建設

3 ごみ焼却場をめぐる町同士の対立
（1）ごみ焼却場の建設
（2）対立の激化
（3）ごみ焼却場の廃止

4 帝都復興事業と深川塵芥処理工場の建設
（1）塵芥取扱場・街頭便所の再建
（2）ごみ焼却場建設計画の変遷
（3）深川塵芥処理工場

5 汚物掃除法の改正

通史編



第2章　戦争の時代とごみ・し尿の利用
はじめに
1 東京都市圏の膨張と「大東京」の成立

2 総動員体制下の暮らしと戦災

第1節　大東京の成立と清掃事業の拡大
1 大東京35区の成立と改正汚物掃除法・関連規則の施行

2 ごみ処理の改革

（1）分別収集のはじまり

（2）ごみの有効活用の模索

（3）ごみ焼却場の整備

（4）焼却場問題の再燃－深川ばい煙騒動

（5）埋立処分の継続

3 し尿処理の本格化

（1）し尿処理の市営化と流通の改善

（2）綾瀬作業所の設置

（3）し尿輸送規模の拡大

第2節　長期化する日中戦争と清掃事業
1 進む準戦時体制とごみ・し尿処理
（1）都市計画とごみ処理計画
（2）普及宣伝活動と市民の声
（3）し尿くみ取り手数料の改正とその背景
（4）清掃行政の事務・組織の変遷

第3節　戦争の激化と清掃事業
1 人手・資材不足の深刻化とごみ減量運動の推進
（1）施設の整備計画と現状
（2）ゴミ戦争と徹底した再利用資源化のすすめ
（3）標語・スローガンによる清掃事業広報活動
（4）太平洋戦争と業界

2 戦局の悪化と資源の再利用化
（1）決戦下のごみ・し尿問題
（2）戦時予算からみた清掃事業対策
（3）し尿処理作業非常措置と都民への協力要請
（4）空襲下のごみ・し尿処理計画

通史編



第3章 戦後の復興と清掃事業の質的転換
はじめに

第1節　終戦後の清掃事業
1 終戦後の衛生問題と清掃事業
（1）終戦後の衛生問題
（2）灰塵の処理と河川の埋立て
（3）人口の増加と衛生問題
（4）進駐軍の廃品処理

2 戦後のごみ収集とごみ処理施設の復旧
（1）分別収集の再開
（2）ごみ処理施設の復旧

3 戦後のし尿処理

第2節　朝鮮戦争による内需拡大とごみ・し尿問題
1 朝鮮戦争と清掃事業
（1）経済の復興
（2）清掃事業の新たな展開
（3）余剰し尿の発生とその処分方法
（4）鉄道輸送の廃止

2 清掃法の制定
（1）清掃法制定の背景
（2）清掃法の制定
（3）清掃局の誕生

第3節　清掃事業の近代化とリーブマン報告
1 清掃事業の機械化計画
（1）急がれる機械化
（2）『清掃事業の機械化』

2 ごみ収集作業の機械化

3 し尿収集・処理の機械化
（1）し尿収集作業機械化5か年計画
（2）砂町し尿消化槽の完全操業

4 「清掃工場」と「夢の島」
（1）難航する焼却場建設計画
（2）「ごみ焼却場」から「清掃工場」へ
（3）清掃工場建設反対運動
（4）最終処分地「夢の島」
（5）ごみの堆肥化

5 リーブマン報告と清掃事業
（1）『清掃事業の将来計画』
（2）リーブマンの来日
（3）容器収集の試験的実施

6 東京都清掃協力会連合会の結成
（1）清掃協力会連合会の結成とその活動
（2）カとハエをなくす運動
（3）ごみ減量、利用運動の展開

通史編



第4章　大量消費社会の出現とごみ処理体制
はじめに
1 急成長する日本経済と都民生活の変化

2 東京の変貌と都市問題の発生

第1節　東京都のごみ・し尿対策と組織
1 都の人口の増加とごみ・し尿の増加
（1）ごみ増加の新たな原因
（2）プラスチック廃棄量の激増
（3）産業廃棄物の排出

2 条例と組織・予算
（1）清掃条例等の改正
（2）組織と人員
（3）予算
（4）東京都清掃審議会の設置
（5）（財）東京都環境整備事業協会の設立

3 首都圏整備計画と東京都の清掃工場整備
（1）首都圏整備計画と清掃工場建設
（2）東京都長期計画と清掃工場整備
（3）東京都中期計画－1968年と清掃事業

第2節　ごみ収集と都民生活
1 ごみ収集サービスの向上と都民生活
（1）ごみ容器による定時収集
（2）ごみの早朝収集および休日収集
（3）大口排出戸の専用収集
（4）粗大ごみ収集の開始
（5）ごみ減量運動

2 ごみ収集上の新たな問題
（1）ごみ容器定時収集の問題点
（2）粗大ごみ収集の問題点
（3）ごみの不法投棄
（4）清掃110番の設置

第3節　埋立処分場の確保と焼却処分
1 遅れる清掃工場の建設計画
（1）清掃工場の建設
（2）清掃工場建設と地元の反対
（3）清掃工場建設における課題と都の取組

2 ごみの運搬と交通事情

3 夢の島の埋立てと最終処分場の確保
（1）夢の島の焦土作戦
（2）15号地埋立処理場の埋立て

4 清掃工場の建設と都民意識

第4節　下水道の普及とし尿処理
1 ピークから減少に向かうし尿収集
（1）し尿収集量の推移
（2）下水道の普及と水洗便所
（3）し尿浄化槽の設置促進

通史編



2 手数料の廃止

3 し尿の収集

4 し尿の運搬と海洋投入
（1）し尿の運搬経路
（2）海洋投入
（3）その他の最終処分

第5節　河川、道路等の清掃
1 河川清掃

2 道路清掃
（1）道路清掃
（2）路面洗浄ほか
（3）動物死体の処理

第6節　オリンピック清掃の実施
1 オリンピックの開催と清掃事業
（1）オリンピック関連事業計画
（2）オリンピック対策清掃事業実施要綱

2 オリンピック期間中の清掃事業

通史編



第5章　高度経済成長後の都民とごみの新たな関係
はじめに
1 オイルショックと日本社会

2 東京一極集中と都市問題の顕在化

第1節　廃棄物処理法の制定と東京都
1 廃棄物処理法の制定
（1）廃棄物処理法の制定の背景
（2）廃棄物処理法の概要
（3）廃棄物処理法の改正

2 東京都清掃条例の改正
（1）清掃条例の全部改正
（2）その後の改正

3 浄化槽法の制定と都条例

4 産業廃棄物処理計画の策定
（1）東京都産業廃棄物処理計画大綱の策定
（2）東京都産業廃棄物処理計画の策定

5 東京都行政諸計画における清掃事業

（1）東京都中期計画

（2）東京都長期計画の策定

6 清掃審議会の答申
（1）答申「適正処理困難物の指定について」
（2）答申「ごみ量の変化に伴う清掃施設整備の基本的考え方について」
（3）答申「三多摩市町村の清掃事業に対する都の役割について」

第2節 ごみ戦争と都民意識
1 ごみ戦争宣言
（1）15号地埋立処理場をめぐって
（2）江東区の公開質問
（3）東京都の回答
（4）ごみ搬入の実力阻止

2 東京都ごみ戦争対策本部の設置
（1）ごみ戦争対策本部の設置と組織整備
（2）ごみ戦争をめぐる3つの本質と5つの問題

3 東京都中期計画の発表と江東区
（1）中期計画とごみ対策専門委員の緊急提言
（2）江東区が早期実現を求めた対策
（3）江東区の第2回実力阻止

4 ごみ対策専門委員の検討と報告

5 ごみ処理に対する都民意識の変化
（1） ごみ問題に関する世論調査
（2） 都民に対する広報活動

第3節　杉並清掃工場の建設問題と東京都
1 遅れる清掃工場の建設とごみ戦争宣言

2 建設反対運動と自区内処理の原則

3 和解への道のりと和解条項

4 杉並清掃工場の建設

通史編



第4節　最終処分場の確保とごみ処理問題
1 最終処分場の確保
（1）最終処分場と中間処理
（2）中央防波堤内側埋立処分場
（3）中央防波堤外側埋立処分場

2 清掃工場の建設と公害対策
（1）清掃工場建設
（2）公害対策

3 ごみ収集・運搬方法の改善
（1）混合収集から分別収集へ
（2）ごみの輸送方法の改善

4 産業廃棄物対策の展開
（1）都における産業廃棄物問題と都の取組
（2）中小企業対策としての最終処分場への受入れ

5 規制指導の実施と処理技術開発援助

第5節 リサイクルの新たな展開
1 オイルショックとリサイクル運動
（1）リサイクル運動
（2）都民主体の再生資源回収
（3）都によるびんの回収実験

2 ごみの資源化
（1）清掃工場における発電と余熱利用
（2）その他の施設における資源化と資源回収
（3）生ごみのコンポスト（堆肥）化

第6節　下水道の普及とし尿処理
1 下水道の整備とし尿収集量の減少

2 し尿処理
（1）し尿の収集・運搬
（2）し尿の処理・処分

第7節　多摩・島しょ地域における廃棄物処理
1 市町村におけるごみ処理

2 ごみの中間処理

3 ごみの最終処分地問題

4 市町村におけるし尿処理

5 都の役割と財政援助

通史編



第6章　循環型社会への転換と清掃事業
はじめに
1 低成長経済と社会構造の変化

2 東京の変化

第1節　ごみの急増と清掃関連法令等の整備
1 再び急増するごみ量

2 廃棄物処理法の改正
（1）平成3年の改正
（2）平成9年の改正

3 新たな法律の制定
（1）リサイクル法の制定
（2）容器包装リサイクル法の制定
（3）家電リサイクル法の制定

4 東京都廃棄物の処理及び再利用に関する条例の制定
（1）新条例の制定
（2）条例の改正

5 清掃事業を取り巻く計画
（1）第二次東京都長期計画と総合実施計画
（2）リサイクル型都市づくりに関わる諸計画
（3）資源循環型都市の形成に関する計画
（4）危機突破・戦略プラン

－21世紀への第一ステップ－

6 清掃審議会の答申
（1）清掃事業の今後のあり方について（平成2年）
（2）清掃事業の今後のあり方について（平成6年）
（3）清掃事業の今後のあり方について（平成9年）
（4）廃棄物処理手数料についての答申

7 組織の変遷

第2節　ごみの収集・運搬
1 ごみ出しルールの変更
（1）新ルールのねらい
（2）新ルールと都民
（3）容器排出の原則

2 事業系ごみ全面有料化の実施
（1）経緯
（2）実施にむけての取組
（3）有料化実施後のごみ量
（4）廃棄物処理手数料の変遷

3 資源回収事業の実施－東京ルールⅠの具体化
（1）経緯
（2）資源回収モデル事業の実施
（3）資源回収事業の23区全域展開

4 ふれあい指導

通史編



5 粗大ごみ収集
（1）粗大ごみの有料化
（2）有料粗大ごみ処理券
（3）粗大ごみの運び出し収集

6 早朝収集の開始

7 その他
（1）マニフェスト制度の導入
（2）適正処理困難物

8 ごみの輸送の効率化

第3節　ごみ減量リサイクル施策の展開
1 東京ルールの推進
（1）東京ルール懇談会の設置
（2）東京ルールの内容
（3）東京ルールの具体化
（4）ペットボトルの店頭回収－東京ルールⅢの具体化

2 発生抑制、資源循環のためのしくみづくり
（1）循環型社会づくり推進本部の設置
（2）専門家会議の報告
（3）家電リサイクル研究会
（4）新聞リサイクルの推進

3 地域に根ざしたリサイクル事業
（1）地域リサイクルセンターの整備
（2）特別区のリサイクル事業

4 事業者のごみ減量、リサイクル
（1）事業用大規模建築物への指導
（2）商店街・オフィスのごみ減量の推進

5 ごみ減量に向けたキャンペーンの実施
（1）ＴＯＫＹＯ　ＳＬＩＭキャンペーン
（2）東京ごみ集会
（3）東京ごみ会議

6 市町村のごみ処理とリサイクルの取組
（1）市町村におけるごみ処理
（2）市町村における最終処分と中間処理
（3）都の支援策

第4節　ごみの中間処理と最終処分
1 可燃ごみの全量焼却と中間処理施設の整備
（1）可燃ごみの全量焼却─清掃工場の整備
（2）不燃ごみの全量中間処理－破砕などの中間処理

2 環境にやさしい清掃工場をめざして
（1）ダイオキシン類対策
（2）溶融施設の整備等
（3）清掃工場における熱エネルギー利用
（4）循環型社会づくりに対応する清掃工場
（5）ＩＳＯ14001の認証取得

3 最終処分場の逼迫と新海面処分場の建設
（1）新しい埋立処分場決定までの経緯
（2）新海面処分場の設置

通史編



第5節　産業廃棄物対策
1 産業廃棄物の状況と特徴
（1）都の産業廃棄物の状況
（2）都の産業廃棄物の特徴

2 産業廃棄物の施策体系
（1）産業廃棄物処理の原則
（2）産業廃棄物の施策体系

3 産業廃棄物処理計画の策定
（1）第3次産業廃棄物処理計画（昭和61年度～平成2年度）
（2）第4次産業廃棄物処理計画（平成3年度～7年度）
（3）第5次産業廃棄物処理計画（平成8年度～12年度）

4 新しい廃棄物処理体系の確立
（1）産業廃棄物処理新体系検討委員会の設置
（2）産業廃棄物処理の東京ルール
（3）産業廃棄物適正処理・資源化推進協定の締結

5 産業廃棄物処理の公共関与

6 都庁内の取組
（1）建設廃棄物の適正処理対策
（2）医療廃棄物の適正処理対策

第6節　清掃事業の特別区移管
1 東京市から東京都へ－戦前の清掃事業

2 都区制度の沿革と清掃事業の変遷

3 制度改革にともなう清掃事業の特別区への移管
（1）第22次地方制度調査会答申
（2）都区制度改革に関するまとめ（協議案）を都区合意
（3）清掃事業の特別区への移管に関わる覚書

4 地方自治法の改正に至るまで
（1）法改正の要請までの経緯
（2）地方自治法等の一部を改正する法律の制定

5 移管後の事業の運営形態と職員の身分取扱い
（1）移管後の清掃事業の運営形態
（2）職員の身分取扱い

6 清掃事業の円滑な移管をめざして
（1）移管後における都と特別区の役割分担
（2）具体的な取組
（3）円滑な移管のための人材育成

通史編



第1章 収集・運搬と道路・河川清掃の変遷

第2章 清掃事務所等の変遷

第3章 廃棄物中間処理の機械化

第4章 廃棄物の適正処理と焼却技術

第5章 清掃工場の高度化と全量処理の達成

第6章 埋立処分場の変遷

第7章 し尿の処理・処分の変遷

第8章 廃棄物処理技術の開発と海外協力

部 門 史 編

fmv-93
　清掃工場、埋立処分場、車両船舶、し尿処理、
調査研究などの部門別に記述しています。全８章３２０ページ



部門史編 第1章　収集・運搬と道路・河川清掃の変遷
第1節　ごみ収集の機械化の変遷
1 機械化以前のごみ収集

2 ごみ収集の機械化
（1）機械化の黎明
（2）収集車両の登場
（3）機械化の成長期
（4）機械化の円熟期

第2節　ごみ運搬の変遷
1 ごみ運搬のあらまし
（1）収集作業の機械化とごみ運搬
（2）ごみの急増と長距離化するごみ運搬
（3）ごみ戦争と輸送の改善

2 輸送技術の変遷
（1）陸上輸送
（2）水上輸送

第3節　し尿収集の機械化の変遷
1 機械化以前のし尿収集
（1）手作業によるし尿収集
（2）機械化への萌芽

2 し尿収集の機械化
（1）『屎尿の資源科学的衛生処理勧告』
（2）本格的な機械化
（3）吸上車の原理と構造
（4）吸上車の種類
（5）吸上車の改良
（6）吸上車数の推移

第4節　し尿運搬の変遷
1 し尿運搬方法の変遷－市営実施にいたるまでの沿革

2 陸上輸送
（1）し尿の鉄道輸送
（2）自動車輸送

3 水上輸送
（1）水上輸送の沿革
（2）し尿処分方法の変遷と水上輸送
（3）し尿取扱所・清掃作業所の役割
4 農地還元における貯溜槽の役割

第5節　道路・河川清掃の変遷
1 道路清掃の移り変わり
（1）道路清掃の生い立ち
（2）明治・大正時代の道路清掃
（3）戦後の道路清掃
（4）道路清掃作業の機械化

2 河川清掃作業のあゆみ
（1）河川清掃の生い立ち
（2）初期の河川清掃
（3）戦後の河川清掃



部門史編 第2章　清掃事務所等の変遷

1 清掃事務所等の役割

2 戦後の清掃事務所・清掃事業所整備の変遷
（1）戦前における施設
（2）清掃事務所
（3）清掃事業所



部門史編 第3章　廃棄物中間処理の機械化
第1節　ごみの投棄埋立から焼却処理へ
1 露天焼却
（1）江戸時代末期のごみ処理
（2）明治時代のごみ処理
（3）汚物掃除法の成立
（4）露天焼却の開始

2 かまど式焼却炉（固定バッチ式焼却炉）の稼働
（1）ごみ焼却場の建設計画
（2）大崎塵芥焼却場

第2節　焼却作業の機械化
1 太平洋戦争前のごみ焼却場建設
（1）深川塵芥処理工場第一工場
（2）深川塵芥処理工場第二、第三工場
（3）汚物掃除法施行規則の改正－ごみ焼却の義務づけ

2 町営焼却場の市営化

3 ごみ焼却場の建設計画と戦争による中断

第3節　戦後のごみ焼却場建設（～昭和30年代）
1 終戦後の状況と復興
（1）ごみ焼却場の復旧
（2）千歳塵芥焼却場

2 建設されたごみ焼却場
（1）焼却場建設10か年計画の策定
（2）ごみ焼却場の清掃工場への改称
（3）第五清掃工場（石神井清掃工場）
（4）板橋清掃工場
（5）多摩川清掃工場

3 収集方式の転換と焼却処理への影響

4 連続焼却への動き
（1）連続式機械焼却炉の導入実験
（2）足立清掃工場
（3）葛飾清掃工場

第4節　ごみから堆肥製造への試み
1 分別収集と養豚事業

2 発酵堆肥化装置の登場

3 東京式ごみ発酵堆肥化装置

4 ＮＣ式し尿塵芥堆肥化装置

5 ダノ式高速発酵堆肥化施設



部門史編 第4章　廃棄物の適正処理と焼却技術
第1節　公害防止の推進と連続式機械炉の導入
1 ばい煙発生防止と清掃工場
（1）混合収集とばい煙の発生
（2）電気集じん機の採用と本格的な連続式機械炉の導入

2 江戸川清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

3 北清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

第2節　清掃工場における熱利用の推進
1 清掃工場における発電設備の導入
（1）清掃工場の熱利用
（2）発電設備の導入

2 石神井清掃工場の建替え
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

3 世田谷清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

4 千歳清掃工場の建替え（その1）
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

第3節　清掃工場の大規模化
1 公害防止規制の強化と清掃工場
（1）公害防止規制の強化
（2）ごみ戦争と大規模清掃工場の建設
（3）プラスチック類の増加と分別収集の開始

2 大井清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過



部門史編通史編 3 江東清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

4 多摩川清掃工場の建替え
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

5 板橋清掃工場の建替え
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過



部門史編 第5章　清掃工場の高度化と全量処理の達成
第1節　オイルショックと清掃工場
1 大規模発電の採用と売電の開始

2 葛飾清掃工場の建替え
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

3 足立清掃工場の建替え
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

第2節　高度排ガス処理と自動化のあけぼの
1 自動車交通対策を重視した杉並清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

2 地域冷暖房に熱供給する光が丘清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

第3節　ごみの減量化と資源化の推進
1 不燃ごみ、粗大ごみ処理への取組

2 粗大ごみ破砕処理施設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）操業経過

3 コンポストセンターの建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）操業経過
（4）施設の特徴

4 不燃ごみ処理センター第一プラント（分別ごみ処理センター）
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）操業経過
（4）施設の特色

5 大田清掃工場
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）操業経過
（4）工場の特色



部門史編通史編 6 不燃ごみの全量中間処理
（1）中防不燃ごみ処理センター第二プラント
（2）京浜島不燃ごみ処理センター

第4節　ごみ戦争後の清掃工場建設
1 全量焼却達成に向けての努力と清掃工場の建設推進

2 東京都環境影響評価条例の制定と清掃工場の建設
（1）条例の特徴と清掃工場建設に及ぼした影響
（2）目黒清掃工場と環境影響評価

3 目黒清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

4 練馬清掃工場の全面改修
（1）改修経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

第5節　21世紀の都市づくりと清掃工場
1 ごみ量の増加と東京臨海副都心

2 有明清掃工場とごみ管路収集輸送施設の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色
（4）操業経過

第6節　全量焼却の達成とダイオキシン類問題への対応
1 ダイオキシン類の社会問題化と清掃工場
（1）ダイオキシン類の社会問題化
（2）清掃局の対応

2 千歳清掃工場の建替え（その2）
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色

3 江戸川清掃工場の建替え
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色

4 墨田清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色

5 北清掃工場の建替え
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色



部門史編通史編 6 江東清掃工場の建替え
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色

第7節　循環型社会づくりと自区内処理体制の推進
1 循環型ごみ処理システムの構築とごみ処理施設

2 港清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色

3 豊島清掃工場の建設
（1）建設経過
（2）施設概要
（3）工場の特色

4 渋谷地区清掃工場、中央地区清掃工場の建設
（1）渋谷地区清掃工場
（2）中央地区清掃工場

5 東京都一般廃棄物処理基本計画（東京スリムプラン21）
－施設整備等に係る計画の概要



部門史編 第6章　埋立処分場の変遷
第1節　明治・大正時代の投棄埋立と露天焼却
1 越中島周辺の投棄埋立地
（1）埋立地の変遷
（2）ごみ性状と露天焼却

第2節　昭和前半の埋立処分場
1 内陸低地の投棄埋立
（1）西台ごみ埋立処理場
（2）三郷ごみ埋立処理場

2 東京港の投棄埋立
（1）8号地処理場
（2）夢の島（14号地）処理場

第3節　昭和40年代の埋立処分場
1 葛西沖埋立地の挫折

2 衛生埋立（サンドイッチ）工法の採用と止水型護岸の建設
（1）15号地埋立処理場
（2）中央防波堤内側埋立処分場

第4節　昭和50年代以降の埋立処分場と関連施設
1 完全遮水型埋立処分場の建設
（1）中央防波堤外側埋立処分場
（2）埋立前処理施設の建設
（3）羽田沖拡張部埋立処分場

第5節　これからの埋立処分場
1 東京スリムプラン21と埋立処分場
（1）東京スリムプラン21
（2）中央防波堤外側処分場沖の新海面処分場



部門史編 第7章　し尿の処理・処分の変遷
第1節　し尿処理・処分のあらまし
1 農地還元と処理・処分の変遷
（1）戦前のし尿処理・処分
（2）戦後のし尿処理・処分

第2節　下水処理施設への投入
1 処理の概要

2 下水道投入の変遷
（1）し尿処理の行き詰まりと下水道投入の本 格化
（2）下水処理場へのし尿の圧送
（3）海洋投入の終了にともない下水道放流へ

第3節　し尿処理施設による処理
1 綾瀬作業所

2 砂町し尿消化槽
（1）建設の背景
（2）施設の概要

第4節　海洋投入処分
1 海洋投入処分

2 海洋投入船
（1）むさしの丸
（2）千代田丸
（3）大型船の建造、就航

3 海洋投入地点の推移

4 海洋汚染防止対策
（1）監視制度
（2）し尿海洋投入の脱臭・沈降促進実験
（3）浮遊物漂着状況調査　

第5節　浄化槽による処理
1 浄化槽のしくみ

2 浄化槽の発達
（1）浄化槽の誕生
（2）大型浄化槽の誕生
（3）戦後における処理技術の進展
（4）小型合併処理浄化槽の登場

3 浄化槽の維持管理に関する指導と浄化槽法



部門史編 第8章　廃棄物処理技術の開発と海外協力
第1節　清掃研究と技術開発
1 戦前の調査研究

2 清掃研究所による調査研究
（1）清掃研究所の役割
（2）施設部管理課研究係の時代
（3）綾瀬時代の清掃研究所
（4）夢の島時代の清掃研究所
（5）現在の清掃研究所

3 清掃局各部による調査研究
（1）総務部企画課の創設
（2）都市廃棄物コンポスト化に関する調査研究
（3）清掃工場排ガス中の塩化水素、水銀除去実験
（4）清掃工場余熱利用推進化調査
（5）埋立処分場の維持管理に関する調査
（6）焼却灰溶融スラグ有効利用の調査研究
（7）産業廃棄物の処理技術に関する研究開発
（8）その他の調査

第2節　民間企業等との共同研究による技術開発
1 不燃・焼却不適ごみ資源化処理技術
（1）高温溶融処理実験
（2）分別ごみ処理技術の開発
（3）分別ごみの資源化処理技術の開発

2 可燃ごみ資源化処理技術
（1）熱分解油化実験
（2）高効率発電用のボイラ水管材の開発

3 公害対策
（1）窒素酸化物の削減対策
（2）排ガスによる灰汚水中和実験

4 埋立処分技術に関する調査

第3節　海外技術協力
1 国際協力事業団等を通じた技術協力

2 海外都市との交流と技術協力

第4節　清掃局技術連合会などの活動
1 清掃局技術連合会の活動

2 定期刊行物

3 特許



１　法令
法　令　名 西暦 公布日

（１）清掃関係法令
☆厠 芥溜下水取締規則（明治20年警察令第6号) 1887 明治20年4月14日

☆塵芥取締規則（明治27年警視庁令第36号） 1894 明治27年6月30日

☆汚物掃除法（明治33年法律第31号） 1900 明治33年3月6日

☆下水道法（明治33年法律第32号） 1900 明治33年3月6日

☆汚物掃除法施行規則（明治33年内務省令第5号） 1900 明治33年3月8日

☆汚物掃除法の一部改正（昭和5年法律第8号） 1930 昭和5年5月17日

☆汚物掃除法施行規則の一部改正　（昭和5年内務省令第18号）1930 昭和5年5月19日

清掃法（昭和29年法律第72号） 1954 昭和29年4月22日

廃棄物の処理及び清掃に関する法律　（昭和45年法律第137号）1970 昭和45年12月25日

海洋汚染防止法（抄）（昭和45年法律第136号） 1970 昭和45年12月25日

浄化槽法（昭和58年法律第43号） 1983 昭和58年5月18日

再生資源の利用の促進に関する法律　（平成3年法律第48号）のあらまし
1991 平成3年4月26日

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律
（平成7年法律第112号）のあらまし 1995 平成7年6月16日

特定家庭用機器再商品化法（平成10年法律第97号）（あらまし）1998 平成10年6月5日

（２）東京都の条例規則等
☆汚物掃除法施行細則（昭和６年警視庁東京府令無番） 1931 昭和6年4月20日

東京都清掃条例（昭和29年条例第60号） 1951 昭和29年6月30日

東京都清掃条例施行規則（昭和29年規則第98号） 1951 昭和29年7月1日

東京都屎尿浄化槽設置資金貸付条例（昭和35年条例第14号） 1960 昭和35年3月31日

東京都屎尿浄化槽設置資金貸付条例施行規則（昭和35年規則第45号）
1960 昭和35年4月1日

東京都清掃審議会条例（昭和37年条例第54号） 1962 昭和37年3月31日

東京都清掃条例（昭和47年条例第62号） 1972 昭和47年3月31日

東京都清掃規則（昭和47年規則第105号） 1972 昭和47年4月1日

東京都清掃条例及び東京都清掃規則の施行について（通知文） 1972 昭和47年5月18日

東京都浄化槽清掃業の許可及び浄化槽保守点検業者の登録に関する条例

1985 昭和60年9月30日

東京都浄化槽の清掃、保守点検等に関する規則 1985 昭和60年9月30日

東京都浄化槽清掃業の許可及び浄化槽保守点検業者の登録に関する条例、
東京都浄化槽の清掃、保守点検等に関する規則及び東京都清掃規則の一
部を改正する規則の施行について（通知文） 1985 昭和60年10月3日

東京都廃棄物の処理及び再利用に関する条例（平成４年条例第140号）
1992 平成4年6月24日

東京都廃棄物の処理及び再利用に関する規則（平成5年規則14号）
1993 平成5年3月19日

東京都廃棄物の処理及び再利用に関する条例及び東京都廃棄物の処理及び再利用に関する
規則の制定について（通知文） 1992 平成5年4月1日

東京都廃棄物の処理及び再利用に関する条例（平成４年条例第140号）
2000 平成12年1月1日現在

文献資料編
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東京都廃棄物の処理及び再利用に関する規則（平成５年規則第14号）
（最終改正後） 1999 平成11年4月1日現在

東京都清掃審議会条例（昭和37年条例第54号）
（最終改正後） 1974 昭和49年10月16日現在

注）☆印は都立中央図書館所蔵資料

文献資料編

（3）東京都条例、規則の一部改正
清掃規則の一部改正　

通知文（昭和47年10月6日） 1972 昭和47年10月6日

清掃条例の一部改正　
一部改正条例（昭和48年条例第75号） 1973 昭和48年6月11日

清掃条例及び清掃規則の一部改正　
通知文(昭和50年12月8日）
一部改正条例（昭和50年条例106号） 1975 （条）昭和50年10月22日

（規）昭和50年12月3日　

清掃条例及び清掃規則の一部改正　
通知文（昭和51年4月6日）
一部改正条例（昭和51年条例31号） 1976 昭和51年3月31日

清掃条例及び清掃規則の一部改正　
通知文（昭和52年3月30日）
一部改正条例（昭和52年条例第29号） 1977 昭和52年3月30日

清掃条例及び清掃規則の一部改正　
通知文（昭和52年10月21日）
一部改正条例（昭和52年条例104号） 1977 昭和52年10月21日

清掃規則の一部改正　
通知文（昭和52年11月22日） 1977 昭和52年11月25日

清掃規則の一部改正　
通知文（昭和53年4月1日） 1978 昭和53年4月1日

清掃規則の一部改正　
通知文（昭和53年11月10日） 1978 昭和53年11月10日

清掃条例及び清掃規則の一部改正　
通知文（昭和54年3月22日）
一部改正条例（昭和54年条例第18号） 1979 昭和54年3月20日

清掃条例の一部改正　
通知文（昭和57年4月1日）
一部改正条例（昭和57年条例第63号） 1982 昭和57年3月30日

清掃条例の一部改正　
通知文（昭和58年12月14日）
一部改正条例（昭和58年条例第54号） 1983 昭和58年12月10日



清掃条例の一部改正　
通知文（昭和61年3月31日）
一部改正条例（昭和61年条例第63号） 1986 昭和61年3月31日

清掃規則及び浄化槽の清掃、保守点検等に関する規則の一部改正　
通知文（昭和62年3月31日） 1987 昭和62年3月31日

清掃規則の一部改正　
通知文（平成元年2月1日） 1989 平成元年2月1日

清掃条例の一部改正　
一部改正条例（平成2年条例第85号） 1990 平成2年7月20日

清掃規則の一部改正　
通知文（平成2年11月6日） 1990 平成2年11月6日

清掃規則等の一部改正　
通知文（平成3年7月1日） 1991 平成3年7月1日

清掃条例等の一部改正　
通知文（平成4年4月1日）
一部改正条例（平成4年条例第107号） 1992 平成4年3月31日

清掃規則の一部改正　
通知文（平成4年4月1日） 1992 平成4年4月1日

清掃規則の一部改正　
通知文（平成4年10月1日） 1992 平成4年10月1日

廃棄物の処理及び再利用に関する条例及び同規則の一部改正　
通知文(平成6年3月31日）
一部改正条例・新旧対照表（平成6年条例第65号） 1994 平成6年3月31日

廃棄物の処理及び再利用に関する条例等の一部改正　
通知文(平成7年3月31日）
一部改正条例・新旧対照表（平成７年条例第63号） 1995 （条）平成7年3月16日

（規）平成7年3月２２日

廃棄物の処理及び再利用に関する条例及び廃棄物の処理及び再利用に関する規則の一部改正　
通知文（平成8年3月29日）
一部改正条例・新旧対照表　(平成8年条例第45号） 1996 （条）平成8年3月29日

（規）平成8年3月27日

浄化槽清掃業の許可及び浄化槽保守点検業者の登録に関する条例及び浄化槽の清掃、保守点検等に
関する規則の一部改正　

通知文（平成8年3月29日） 1996 （条）平成8年3月29日
（規）平成8年3月28日

廃棄物の処理及び再利用に関する規則の一部改正について　
通知文（平成8年10月16日） 1996 平成8年10月15日
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廃棄物の処理及び再利用に関する規則の一部改正について　
通知文(平成9年9月30日） 1997 平成9年3月30日

廃棄物の処理及び再利用に関する規則の一部改正　
通知文（平成10年2月18日） 1998 平成10年2月3日

廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部改正　
通知文（平成10年4月8日）
一部改正条例・新旧対照表(平成10年条例第66号） 1998 平成10年3月31日

廃棄物の処理及び再利用に関する規則の一部改正　
通知文(平成10年4月8日）

1998 平成10年3月31日

廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部改正　
通知文（平成10年6月30日）
一部改正条例・新旧対照表（平成10年条例第86号） 1998 平成10年6月24日

廃棄物の処理及び再利用に関する規則の一部改正　
通知文（平成10年6月30日） 1998 平成10年6月24日

廃棄物の処理及び再利用に関する規則の一部改正　
通知文（平成10年10月1日） 1998 平成10年10月1日

廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部改正　
通知文（平成11年3月19日）
一部改正条例・新旧対照表(平成11年条例第44号） 1999 平成11年3月19日

廃棄物の処理及び再利用に関する規則の一部改正　
通知文（平成11年4月1日） 1999 平成11年4月1日
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２　計画

（1）清掃事業関連計画等
塵芥処理計画 1939 昭和14年5月 都市計画東京地方

委員会

清掃事業の将来計画 1960 昭和35年9月 東京都清掃局

東京都産業廃棄物処理計画大綱 1976 昭和51年1月 東京都清掃局

東京都産業廃棄物処理計画 1981 昭和56年3月 東京都清掃局

東京都産業廃棄物処理計画 1986 昭和61年4月 東京都清掃局

第４次東京都産業廃棄物処理計画 1991 平成3年2月 東京都清掃局

清掃工場建設計画 1991 平成3年10月 東京都清掃局

ごみ減量化行動計画(東京ごみ会議） 1991 平成3年10月 東京都清掃局

東京都産業廃棄物適正処理推進行動計画（東京都産業廃棄物問題協議会）
1993 平成5年3月 東京都清掃局

第5次東京都産業廃棄物処理計画 1996 平成8年2月 東京都清掃局

東京都分別収集計画 1996 平成8年10月 東京都清掃局

東京都分別収集促進計画 1996 平成8年12月 東京都清掃局

東京スリムプラン２１ 1997 平成9年12月 東京都清掃局

東京都ごみ処理広域化計画 1999 平成11年3月 東京都清掃局

（2）東京都の総合的長期計画等

東京都長期計画 1963 昭和38年2月 東京都

東京都中期計画１９６８年 1969 昭和44年1月 東京都

東京都中期計画１９６９年 1970 昭和45年2月 東京都企画調整局

東京都中期計画１９７０年 1971 昭和46年2月 東京都企画調整局

東京都中期計画１９７１年 1972 昭和47年3月 東京都企画調整局

広場と青空の東京構想（試案１９７１） 1971 昭和46年7月 東京都企画調整局

東京都中期計画-１９７２年 1973 昭和48年2月 東京都企画調整局

東京都中期計画-１９７４年 1974 昭和49年9月 東京都企画調整局

マイタウン東京'81－東京都総合実施計画 1981 昭和56年2月 東京都企画報道室

東京都長期計画　マイタウン東京-21世紀をめざして 1982 昭和57年12年 東京都企画報道室

マイタウン東京'83－東京都総合実施計画 1983 昭和58年10月 東京都企画報道室

マイタウン東京'85－東京都総合実施計画 1984 昭和59年10月 東京都企画報道室

第二次東京都長期計画 1986 昭和61年11月 東京都企画審議室

マイタウン東京'87－東京都総合実施計画 1987 昭和62年10月 東京都企画審議室

マイタウン東京'89－東京都総合実施計画 1988 昭和63年10月 東京都企画審議室

第三次東京都長期計画 1990 平成2年11月 東京都企画審議室

マイタウン東京'91－東京都総合実施計画 1991 平成3年11月 東京都企画審議室

マイタウン東京'93－東京都総合実施計画 1992 平成4年11月 東京都企画審議室

とうきょうプラン’95－東京都総合３カ年計画 1995 平成７年11月 東京都企画審議室

生活都市東京構想 1997 平成9年2月 東京都政策報道室

生活都市東京の創造の重点計画 1997 平成9年11月 東京都政策報道室

生活都市東京の展開　改訂重点計画　 1998 平成10年11月 東京都政策報道室
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３　答申・報告書等

（1）東京都清掃審議会答申
ごみ作業の合理化について　 1963 昭和38年3月13日 東京都清掃局

清掃工場（ごみ焼却場）の建設規模及び焼却炉の構造について（一次）
1963 昭和38年3月13日 東京都清掃局

清掃工場（ごみ焼却場）の建設規模及び焼却炉の構造について（最終）
1965 昭和40年3月15日 東京都清掃局

ごみ及びふん尿取扱手数料のあり方について（一次） 1969 昭和44年2月3日 東京都清掃局

ごみ手数料のあり方（最終） 1972 昭和47年1月24日 東京都清掃局

適正処理困難物の指定について 1974 昭和49年2月5日 東京都清掃局

廃棄物処理手数料の改訂について 1975 昭和50年9月2日 東京都清掃局

ごみ量変化に伴う清掃施設整備の基本的考え方について
1976 昭和51年7月29日 東京都清掃局

三多摩市町村の清掃事業に対する都の役割について 1976 昭和51年12月27日東京都清掃局

廃棄物処理手数料の改訂及び設定について 1977 昭和52年9月1日 東京都清掃局

廃棄物処理手数料（ごみ処理手数料）制度の今後の基本的なあり方について
1990 平成2年4月20日 東京都清掃局

清掃事業の今後のあり方について（中間） 1990 平成2年4月20日 東京都清掃局

清掃事業の今後のあり方について（最終） 1990 平成2年11月27日 東京都清掃局

清掃事業の今後のあり方について　廃棄物処理手数料の改定について（一次）
1994 平成6年1月11日 東京都清掃局

清掃事業の今後のあり方について（中間） 1994 平成6年7月29日 東京都清掃局

清掃事業の今後のあり方について（最終） 1994 平成6年12月21日 東京都清掃局

清掃事業の今後のあり方について（中間） 1997 平成9年5月6日 東京都清掃局

清掃事業の今後のあり方について（最終） 1997 平成9年6月25日 東京都清掃局

廃棄物処理手数料について（し尿の有料化・ごみ処理手数料改定）
1997 平成9年12月1日 東京都清掃局

（2）その他の答申報告書等
★東京市屎尿処理市営方針に就いて 1934 昭和9年2月 東京市

★厨芥雑芥の分別収集に就いて 1935 昭和10年3月 東京市

清掃事業の機械化 1964 昭和39年 東京都清掃局

オリンピック対策清掃事業実施要綱 1964 昭和39年9月 東京都清掃局

東京のゴミ 1971 昭和46年9月 東京都清掃局

ごみ対策の基本的あり方に関連する緊急措置について（東京都ごみ対策専門委員）
1972 昭和４７年１月 東京都清掃局

東京都のごみ対策について（提言）（東京都ごみ対策専門委員提言）
1972 昭和47年12月 東京都清掃局

都区制度改革の基本的方向 1986 昭和61年2月 東京都

都区制度の改革に関する答申 1990 平成2年9月 地方制度調査会

廃棄物等の処理処分の長期的展望について 1991 平成3年7月 東京都清掃局

東京都における産業廃棄物の公共関与のあり方に関する報告書
（東京都産業廃棄物公共関与検討委員会） 1993 平成5年7月 東京都清掃局

都区制度改革に関するまとめ（協議案） 1994 平成6年9月　都区協議会都区制度改革推進委員会

文献資料編



清掃事業の特別区への移管に関する覚書 1994 平成6年12月 東京都

ごみ減量のための「東京ルール」の確立に向けて
（ごみ減量のための「東京ルールを考える懇談会報告）1996 平成8年8月 東京都清掃局

清掃事業の区移管に関する確認書 1997 平成9年12月 東京都

循環型社会にふさわしい産業廃棄物処理を目指して最終報告（東京都産業廃棄物処理体系検討委員会）
1998 平成10年3月 東京都清掃局

清掃事業の特別区への移管にあたって 1998 平成10年2月 東京都

循環型社会システムへのアプローチ（東京都循環型社会づくり推進本部　資源・リサイクル部門会議専
門家会議） 1998 平成10年10月 東京都清掃局

資源回収モデル事業の検証　最終報告 1998 平成10年10月 東京都清掃局

移管準備だより 1998 平成10・11年度 東京都清掃局

東京都における産業廃棄物の新たな公共関与に関する報告書
1999 平成11年9月 東京都清掃局

産業廃棄物適正処理・資源化推進協定 1999 平成11年７月 東京都

環境革命へのトップランナーを目指して（家電リサイクル研究会報告書）
2000 平成12年1月 東京都清掃局

清掃技法目次

年表

注）★印は東京都公文書館所蔵資料

４　パンフレット類

深川塵芥処理工場　東京市 1933 昭和8年3月 東京市

清掃のあらまし 1957 昭和32年度 東京都清掃局

深川８号地ごみ埋立地 1958 昭和33年度 東京都清掃局

清掃事業 1959 昭和34年3月 東京都清掃局

河川浄化 1960 昭和35年3月 東京都清掃局

ごみ利用 1962 昭和37年度　東京都清掃協力会連合会

新しいゴミ集め　ゴミ容器による定時収集 1963 昭和38年度 東京都清掃局

清掃工場のあらまし 1965 昭和40年度 東京都清掃局

砂町し尿消化槽 1967 昭和42年度 東京都清掃局

さよなら夢の島 1967 昭和42年度 東京都清掃局

東京の貝塚－15号埋立地－ 1968 昭和43年3月 東京都清掃局

廃棄物の海面埋立処分場 1977 昭和52年1月 東京都清掃局

清掃工場と埋立処分場 1978 昭和53年度 東京都清掃局

東京都多摩川清掃工場 1996 平成8年度 東京都清掃局

東京都有明清掃工場 1997 平成9年度 東京都清掃局

東京都港清掃工場 1998 平成10年度 東京都清掃局

東京都豊島清掃工場 1999 平成11年度 東京都清掃局

中央防波堤埋立処分場・新海面処分場 1999 平成11年度 東京都清掃局

事業者向け再生品利用ガイドラインステップⅡ 1999 平成11年3月 東京都清掃局

文献資料編



1 ごみ量の推移 ●ダウンロード
2 区別ごみ量の推移 ●ダウンロード
（1）合計
（2）局収可燃ごみ
（3）局収不燃ごみ
（4）局収管路ごみ
（5）局収粗大ごみ
（6）持込ごみ

3 ごみの組成
（1）可燃ごみ ●ダウンロード
（2）不燃ごみ ●ダウンロード

4 ごみ処分量の推移
5 ごみ量の推移と焼却率の推移 ●ダウンロード
6 ごみ処理施設における資源回収実績（鉄分・アルミ・ガラス） ●ダウンロード
7 清掃工場のごみ発電実績 ●ダウンロード
8 埋立処分場のガス発電実績 ●ダウンロード
9 ごみ・し尿処理原価の推移 ●ダウンロード
10 廃棄物処理手数料の変遷 ●ダウンロード
11 排出指導実績と大規模建築物からのごみ量と再利用率の推移 ●ダウンロード
12 一般廃棄物処理業者の推移（23区分） ●ダウンロード
13 主要粗大ごみ収集実績 ●ダウンロード
14 年度別・資源収集量 ●ダウンロード
（1）総括表
（2）資源ごみ収集モデル事業
（3）資源回収モデル事業・年度別回収実績
（4）月別・ペットボトルの店頭回収システム実施状況

15 集団回収登録団体数・実施世帯数・回収量等の推移 ●ダウンロード
16 埋立処分量の推移 ●ダウンロード

17 産業廃棄物の排出量及び処理・処分状況 ●ダウンロード
18 産業廃棄物の排出量（業種別）組成 ●ダウンロード
19 産業廃棄物処理業の許可件数 ●ダウンロード
20 産業廃棄物処理業者に対する指導実績 ●ダウンロード

21 道路清掃延べ作業距離実績と回収量 ●ダウンロード
22 河川清掃延べ河川清掃距離実績と回収量 ●ダウンロード
23 下水道普及率とくみ取り便所戸数 ●ダウンロード
24 し尿収集量の推移 ●ダウンロード
25 し尿処分量の推移 ●ダウンロード
26 浄化槽設置基数（区+市町村） ●ダウンロード

データ編 一般廃棄物・再利用

産業廃棄物

道路・河川・し尿処理・その他

fmv-93
　データ編に収録されているデータは、
MicrosoftExcel95形式で保存されてます。
　ページ右側のボタンからダウンロード出来ます。



27 浄化槽清掃業者数及び清掃実績 ●ダウンロード
28 動物死体処理実績の推移 ●ダウンロード

29 市町村廃棄物収集・処分量の推移 ●ダウンロード
30 市町村資源化量の推移 ●ダウンロード
31 市町村一般廃棄物処理業者の推移 ●ダウンロード
（1）ごみ
（2）し尿

32 市町村し尿収集量及び処分内訳 ●ダウンロード
33 市町村下水道普及率 ●ダウンロード

34 予算・決算の推移 ●ダウンロード

データ編
市町村

その他
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